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(1) 補助金・助成金診断システムを稼働 資料１ 

   

(2) 2023年度郡山市農業賞・農業奨励賞表彰式 資料２ 

   

(3) 農業経営・新規就農者サポート窓口の開設 資料３ 

   

(4) 『こおりやまタベスケ』スタート！ 

ユーザー数 2,000人突破！ 
資料４ 

   

   

   

   

   

 

   

 

 

 

※質問は、「項目」、「フリー」に分けて行います。 

※幹事社 

 ・ＮＨＫ ・毎日新聞 

【項目一覧】 

2023年 12月 月例市長記者会見 
 

日時：2023(令和５)年 12月 25日（月）午前 11時 

場所：郡山市役所本庁舎２階 特別会議室       ひらけ 未来へ 
こおりやま 

 



 



・㈱サイバーエージェントのコンテンツ企画制作部門が独立し、
2002年に設立。2018年に東証グローズに上場。

・「全国、全ての中小企業を黒字にする」という理念を掲げ、
新しいITサービスを開発・提供。

・Jシステムは、2020年に提供を開始し、大手企業・自治体・金融機関を含む、
1,000社以上が導入し、補助金等の申請支援実績は10,000社を超えている。

事業者向け「補助金・助成金診断システム（Jシステム）」を2023年12月25日より稼働します。
市内事業者の補助金・助成金の活用を促進することにより、本市経済の活性化を図ります。

スマートフォン等からいくつかの質問事項に回答するだけで、自社の経営課題に合った、国・県・郡山市の補助
金・助成金とその受給見込額が自動診断されます。（システム提供元：株式会社ライトアップ）

該当する項目にチェックを入
れて回答を送信するだけ！

システム概要

システム利用の流れ

自社の経営課題に合った、受給可
能性のある支援制度を自動診断！

診断結果とともに補助金・助成金に

関する相談先（商工会議所や商工会

等）を紹介しています。

https://shindan.jmatch.jp/
wri teup/?city.koriyama

二次元バーコードまたはＵＲＬ
よりシステムにアクセス！
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質問事項に回答 すぐに診断結果を表示 申請相談にも対応

＜補助金・助成金診断システム（Jシステム）＞
国や県、郡山市では多くの補助金・助成金を公表していますが、

その中から自社の経営課題に合った制度を探し出すのは多くの時
間と労力が必要となっています。
本システムの活用により、事業者が迅速かつ正確に、自社に

合った補助金・助成金を見つけることができます。

物価高騰に関する支援を知りたい

生産性向上に取り組みたい

ＤＸ化を図りたい

新事業・新サービス開発をしたい

人材の採用・育成に取り組みたい

✓

実施したい取り組みを教えて下さい。

2023年12月 月例市長記者会見
資料１ 産業観光部産業雇用政策課

※診断及び相談は無料ですが、システム提供元

の株式会社ライトアップ等に申請代行を依頼す

る場合は有料となります。

補助金・助成金診断システムを稼働！
～ 国・県・郡山市の補助金等を簡単診断 ～

㈱ライトアップ 概要

https://shindan.jmatch.jp/writeup/?city.koriyama


 



表彰式

2023年度 郡山市農業賞・農業奨励賞表彰式

名 称：2023年度 郡山市農業賞・農業奨励賞表彰式
日時等：2024年１月12日(金) 午後１時30分 市役所正庁

氏名（法人・団体名） 住所 主な生産(活動)内容

ＪＡ福島さくら
郡山地区女性部日和田支部

支部長 増子八重子
日和田町

ＪＡ郡山市女性部日和田支部（現ＪＡ福島さくら郡山地区女性部日和田支部）は、郡山市立日和田中学校の3年
生に対し、日和田産米555gを袋に詰めた合格祈願米を平成26（2014）年から9年間継続して贈呈しており（※今
年度で10回目）、地域で生産しているおいしいお米の消費拡大と風評の払拭に取り組まれています。

関根 涼 三穂田町

非農家出身でありながら、独学で地道な努力を重ね農業経営を実施し、米粉スイーツの商品開発（6次化商品）
を行い、店頭販売のみならずインターネットを活用した販路拡大を行うほか、SNSを活用し、更なる消費者の獲
得に向け情報発信しています。また、近隣の子ども達に対して、農作業体験や米粉のお菓子作り教室を行うなど、
地域貢献活動にも積極的に取り組まれています。

氏名（法人・団体名） 住所 主な生産(活動)内容

栁田 健一 富田町
農産加工において優れた成果を上げ、持続可能な農業の推進に貢献しており、土づくりや化学肥料・化学農
薬の使用低減等、環境に配慮した農業経営を行い、地域の環境保全にも大きく貢献されています。
また、農業委員として地域農業の活性化に尽力し、本市農業の振興と発展に大きく貢献されています。

有限会社橋本農園
代表取締役 橋本寿晴

三穂田町

水稲ではドローンを導入し作業効率の向上を図り大規模経営を行っており、ぶどうでは多品種を栽培し個人
直売と観光農園を行い地域活性化を図るなど、郡山の農業を牽引されています。
さらに、代表取締役の橋本寿晴氏は郡山市認定農業者協議会副会長等、取締役の橋本洋美氏は福島県指導農
業士会理事を務められており、若い農業後継者の育成に尽力し、本市農業の振興と発展に大きく貢献されて
います。

受賞者

農業賞 １名、１法人 (敬称略・順不同)

農業奨励賞 １団体、１名 (敬称略・順不同)

１

２

※表彰式は感染症拡大防止対策を講じ開催します。

2023年12月 月例市長記者会見
資料２ 農林部農業政策課



 



１ 概要

｢農業経営・新規就農者サポート窓口｣の開設

新たに農業を始めたいと希望する方からの相談が増加傾向にあることから、農業政策課内にオンラ
インによる「農業経営・新規就農者サポート窓口」を開設します。

◇ 2024年１月４日（木）13:30開設
◇ 従来の対面式窓口のほか、オンライン窓口
◇ 窓口に就農相談員を配置し相談しやすい体制を整備
◇ 関係機関（県・JA・農業者団体等）とオンラインで有益な情報を共有することが可能

＜相談イメージ＞

２ 相談イメージ

【配置機材】
・大型ディスプレイ ・WEBカメラ
・ヘッドセット ・PC等

【効果】
・ディスプレイで認識共有が図りやすい（対面式）
・市役所に来なくても相談可（オンライン）
・電話では伝えにくい内容が画面で分かり易く
伝えれる（オンライン）

カウンター
テーブル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

カウンター
テーブル

農業政策課
入口

2023年12月 月例市長記者会見
資料３ 農林部農業政策課

【窓口開設看板設置】
参加者：品川市長、

佐久間農業委員会会長



 



『こおりやまタベスケ』スタート！ユーザー数2,000人突破！ 2023年12月 月例市長記者会見
資料４ 環境部３Ｒ推進課

１ 「タベスケ」とは

株式会社G-Place（ジープレイス）

京都府長岡京市城の里10－９

２ 「こおりやまタベスケ」の利用状況

サービス提供会社

【開始日】2023年12月１日（10月11日協定締結）

【市内ユーザー数】2,191人（12月22日現在）

【食品ロス削減量】125,266グラム（12月22日現在）

【協力店】９店舗（12月22日現在） ※協力店登録順

①うみねこ食堂（図景2丁目9-7）

②かんのや本店文助（西田町大田字宮木田39）

③開成柏屋（朝日1丁目13-5）

④八山田柏屋（八山田1丁目25）

⑤石窯パン工房 パンテラス（安積町日出山1丁目132）

⑥柏屋本店（中町11-8）

⑦静御前通り柏屋（御前南1丁目60）

⑧香久池柏屋（香久池2丁目242）

⑨ボアピエル（備前舘1丁目123）

３ タベスケのご利用の流れ

「タベスケ」とは、（株）G-Place様が提供するフードシェアリング

サービスです。賞味・消費期限が近い商品や規格外商品等を売上げにつ

なげたいお店と、お得な買い物をしたい消費者をつなげるマッチング

サービスで、食品ロスの削減が期待できます。

本社所在地

お店

消費者

STEP1 スマホやパソコンから簡単登録

STEP2 余った食品や料理を登録・出品

STEP3 お店にてお会計・引渡し

STEP1 スマホやパソコンから簡単登録

STEP2 気に入った食品やお店を検索し、予約

STEP3 お店にてお会計・引渡し

協力店大募集中！
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企業名 内容

事業内容

【自治体・地方創生】ごみ有料化支援/アプリ・業務システム開発等
【ライフスタイル】商品開発事業/卸売事業/EC事業/Boschブランド家電製品販売等
【エネルギー】発電所管理・仲介・運営・各種申請等サポート等
【設備・建材】建設仮設資材販売/高所安全対策システム販売等
【海外向け事業】輸出事業/現地事業開発等

本社所在地 〒617-0835 京都府長岡京市城の里10－9

設立年月日 1969年5月16日

代表者等 代表取締役会長 山中 利一（やまなか としかず）、代表取締役社長 綾部 英寿（あやべ えいじゅ）

資本金 4,210万円

従業員数 69名（2023年8月現在）（平均年齢37.3歳）

全国の自治体等
との協定締結状況
（2023.12.1現在）

【過去の協定締結一覧】
〇東京都西東京市：ごみ分別アプリ「ごみスケ」共同開発
〇山口県山口市：粗大ごみ受付システム「ソダイシス」共同開発
〇東京都東村山市：地産地消支援サービス「ロカスタ」の提供・業務サポート
※「タベスケ」の協定は郡山市が初

今年度の主な実績
〇タベスケにおいては、東京都板橋区、文京区、東大和市、岡山県岡山市、愛知県江南市、福島県福島市より事業受託。
〇岡山県庁にて、フードバンクと食品取扱事業者のマッチングサービス「Foodeal」を開発・運用開始。

株式会社G-Place（ジープレイス） 会社概要

∎株式会社G-Place（ジープレイス） 会社概要

∎G-Placeの意味（企業理念）
それぞれが成長し（Growing）、
多くのお取引様やパートナーが集まり（Gathering）、
共に新しい事業を生み出す（Generating）
ことができる場（Place）でありたい。

2023年12月 月例市長記者会見
資料４ 環境部３Ｒ推進課
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